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2020年度 実施事項（主なもの）
＜全学＞
① 「京都⼤学の部局等における研究データ管理・公開に関する

実施⽅針策定のためのガイドライン」及び「実施⽅針ひな
形」の策定（研究データ管理・公開ポリシー利活⽤WG）

研究者情報整備委員会（全学委員会）
＞リサーチデータマネジメント専⾨部会

＞研究データ管理・公開ポリシー利活⽤WG
（図書館機構、情報環境機構、URA、研究推進部）
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研究者情報整備委員会

研究者情報データベース専⾨部会

委員⻑（情報担当理事）

図書館機構⻑部局⻑ 若⼲名 情報環境機構⻑ 総務部⻑、企画・情報部⻑
研究推進部⻑、

附属図書館事務部⻑

（検討課題）・研究者情報データベースの仕様、 運⽤、利活⽤等

附属図書館事務部
の職員 若⼲名

総務部の職員
若⼲名

（審議事項）
・研究者等の教育研究活動等に係る情報の収集、

保管、利⽤、公開等に関し必要な事項
副委員⻑(委員⻑が指名)

研究推進部の
職員 若⼲名

その他情報環境機
構⻑が必要と認め
る者 若⼲名

情報環境機構の
教員 若⼲名

企画・情報部の
職員 若⼲名

図書館機構の
教員 若⼲名

研究担当の理事

検討組織について

・対 象︓役員、教職員、学⽣等（外国学⽣、科⽬等履修⽣、研究⽣、研修員、その他本学規程に基づき受け⼊れる研究者等を含む）
・⽬ 的︓京都⼤学のプレゼンス強化、教育研究活動に関する透明性の確保、世界レベルでの⼈材流動性に対する迅速な対応
・収 集 情 報︓属性情報（所属、学歴等）、教育情報（授業担当等）、研究情報（論⽂情報等）、社会貢献報（他機関の委員会委員等）、

⼤学運営情報（部局⻑、委員会委員等）、その他
・データベース︓教育研究活動データベース（教員DB）、学術情報リポジトリ、ORCID、その他

データベース等について

その他総⻑が必要と
認める者 若⼲名

部会⻑
（情報環境機構⻑）

教員DBデータ利活⽤WG次期教員DB基盤仕様検討WG

メンバー構成︓情報環境機構、関連部局

（検討課題）・次期教員DBの基盤仕様検討 （検討課題）・教員DBのデータ利活⽤

メンバー構成︓情報環境機構、関連部局

2018年5⽉15⽇設置

2018年7⽉19⽇設置

2019年3⽉26⽇設置

リサーチデータマネジメント専⾨部会
2019年12⽉11⽇設置

（検討課題） ・研究活動等に係る研究データの保存、管理及び利活⽤

部会⻑
（図書館機構⻑）

アカデミックデー
タ・イノベーショ
ンユニット⻑

図書館機構・
附属図書館の
教員 若⼲名

情報環境機構の教
員 若⼲名

附属図書館事務部
の職員若⼲名

研究推進部の職員
若⼲名

その他図書館機構
⻑が必要と認める
者 若⼲名

研究データ管理・公開ポリシー利活⽤WG
（検討課題） ・ポリシーの利活⽤、研究データの管理・公開促進

メンバー構成︓図書館機構、情報環境機構、研究推進部、
アカデミックデータ・イノベーションユニット等からの関係教職員

2020年7⽉1⽇設置

図書館担当の理事

2020（令和2）年7⽉

事務局︓
企画・情報部

事務局︓
附属図書館

事務局︓
附属図書館

研究者情報整備の検討組織
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2020年度 実施事項（主なもの）
＜図書館機構＞
① 桂図書館オープンデータ検討WG（⼯学研究科等）と共同で、

KURENAIへのデータ登録試⾏
…課題を抽出し、「研究データ登録申請の⼿引き」（案）や

メタデータ⼊⼒⽤フォームに反映。今後活⽤予定
② 「KURENAIにおける研究データの当⾯の取り扱いについての申

し合わせ」策定
…データリポジトリのあり⽅について⼤学としての⽅針・

⽅向性が定まるまでの間のKURENAIでの取扱い
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1. KURENAIの研究データ登録例
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図書館機構が運⽤する機関リポジトリ
京都⼤学学術情報リポジトリKURENAI

2006年運⽤開始 201,215件（2021.02）
https://repository.kulib.kyoto‐u.ac.jp/

 論⽂PDFを主眼に構築・運⽤（ソフトウェアはDSpace）
→ストレージ容量が決定的に不⾜︕

 研究データに適したメタデータスキーマ（JPCOARスキーマ）への対応
→準備中、2021年度対応完了予定

 論⽂のSupple.として、図や動画を登録した実績あり
→2019年6⽉に運⽤指針を改定、徐々に研究データの登録を開始
→現在、34件のデータ登録済（後述）

 国際認証なし
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研究データの登録状況
• 登録件数︓34件（2019年6⽉以降、2021年2⽉末現在）
内訳︓2019年度 26件、2020年度 8件

7件はメタデータのみ（研究資源アーカイブ）
32件にDOIを付与

• データ容量の合計︓約46GB
1コンテンツの最⼤サイズ 17.5GB（ファイル数は33）
※ 研究データ以外の年間登録量＝約30GB
※ KURENAI ディスク残量＝約600GB
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研究データの登録例︓⽂系（1）
 Pigeons integrate visual motion signals differently than humans
http://hdl.handle.net/2433/242241
• 著者︓Hataji, Yuya ほか
• 発⾏⽇︓2019‐06‐26
• 論⽂情報︓Yuya Hataji, Hika Kuroshima and Kazuo Fujita (2019). Pigeons 
integrate visual motion signals differently than humans. Scientific Reports, 
9:13411.
https://doi.org/10.1038/s41598‐019‐49839‐x

 データ︓10.48 MB, 1.63 MB, 10.38 MB, 2.07 MB (csv), 5.04 kB (text)
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研究データの登録例︓⽂系（1）
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研究データの登録例︓⽂系（2）
 Verbal report data by Video‐Stimulated Recall
http://hdl.handle.net/2433/250138
• 著者︓Omori, Shunsuke
• 発⾏⽇︓2020‐03‐31
• 論⽂情報︓未定
 データ︓11.1 kB (text) ほか9件の

textファイル, 988 B (csv)
ReadMeファイル 684 B (text)
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研究データの登録例︓⽂系（3）
 新型コロナウイルス感染症（COVID‐19）が⼼理臨床業務に与え
た影響についての調査データ
http://hdl.handle.net/2433/260704
• 著者︓⻄, ⾒奈⼦
• 発⾏⽇︓2021‐01‐07
• 論⽂情報︓未定
• データ︓295.58 kB (csv), 9.36 kB (text)

ReadMeファイル 660 B (text)
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研究データの登録例︓理系（1）
 Pre‐seismic ionospheric anomalies detected before the 2016 Taiwan 
earthquake
http://hdl.handle.net/2433/244036
• 著者︓Umeno, Ken ほか
• 論⽂情報︓Goto Ryoma Uchida  Kiyoshi Igarashi  Chia‐Hung Chen  Minghui
Kao  Ken Umeno (2019). Pre‐seismic ionospheric anomalies detected before 
the 2016 Taiwan earthquake. Journal of Geophysical Research ‐Space Physics, 
124(11), 9239‐9252.
https://doi.org/10.1029/2019JA026640

 データ︓ 44.1 MB (zip) ほか35件のzipファイル
ReadMeファイル 3.66 (text)
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研究データの登録例︓理系（1）
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研究データの登録例︓理系（2）
 ⽊材情報学と教育⽤材鑑調査室デジタルデータベース
http://hdl.handle.net/2433/250016
• Xylarium Digital Database for Wood Information Science and Education 
(XDD_001)
http://hdl.handle.net/2433/250017
• 著者︓SUGIYAMA, Junji ほか
• 発⾏⽇︓2020‐03‐03
• データ︓257.98 MB (HDF5)

• ほか15件のデータ登録済
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研究データの登録例︓理系（2）
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研究データの登録例︓理系（3）
 Data for ''First simulations of day‐to‐day variability of mid‐latitude 
sporadic E layer structures‘‘
http://hdl.handle.net/2433/250701
• 著者︓Andoh, Satoshi ほか
• 発⾏⽇︓2020‐05‐01
• 論⽂情報︓Satoshi Andoh, Akinori Saito, Hiroyuki Shinagawa & Mitsumu K. 
Ejiri (2020). First simulations of day‐to‐day variability of mid‐latitude sporadic 
E layer structures. Earth, Planets and Space, 72:165. 
https://doi.org/10.1186/s40623‐020‐01299‐8
• データ︓573.56 MB(nc)×7件, 762.01 kB(text)×3件

ReadMeファイル 30.41 kB (pdf)
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研究データの登録例︓理系（3）
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研究データの登録例︓理系（4）
 X線CTを⽤いたModified GIN⼯法導⼊地点でのグラウト浸透状況
の可視化 [データセット] 
http://hdl.handle.net/2433/260968
• 著者︓吉津, 洋⼀ ほか
• 発⾏⽇︓2021‐01‐13
• 論⽂情報︓吉津 洋⼀, 井関 恭輔, 井関 宏崇, 中島 伸⼀郎, 岸⽥ 潔
(2020). X線CTを⽤いたModified GIN⼯法導⼊地点でのグラウト浸透状況
の可視化. ⼟⽊学会論⽂集C(地圏⼯学), 76(4), 394‐404. 
https://doi.org/10.2208/jscejge.76.4_394
• データ︓798.83 MB, 576.13 MB, 1.73 GB, 948.69 MB, 493.21 MB, 1.88 GB 
(zip)
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研究データの登録例︓理系（4）
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2. 桂図書館オープンデータ検討WG
における取り組み
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学内のRDM検討体制と図書館（2020年度時点）
学際融合教育研究センター

アカデミックデータ・イノベー
ションユニット

• 教員による研究（ユニット
⻑︓梶⽥先⽣）

• 情報、図書館、博物館、分野
別データリポジトリ運⽤機関
の教員、URA等

• 通称︓葛ユニット（2017年度
発⾜）

図書館機構

オープンアクセス特別委員会

• 図書館機構副機構⻑

• 教員（⼯、法、⽂系や理系の
研究所/センター、国際戦略本
部、博物館、学術情報メディ
アセンター、図書館）

• 事務局︓附属図書館

桂図書館

オープンデータ検討WG

• ⼯学研究科オープンデータ検討
WG（2018年度発⾜）の後継

• 桂図書館⻑がWG⻑

• 各専攻、図書館

• 事務局︓⼯学研究科図書掛（附
属図書館職員陪席）
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研究データ登録時の課題（1）

1. メタデータの記⼊内容
→⼊⼒フォームを整え、申請者・図書館員の負担を軽減

2. データファイルの粒度
→申請者に検討をお願いする

3. データの著者と論⽂の著者
→当⾯、データの著者は関連論⽂に合わせた形で登録

4. ファイル名
→申請者に検討をお願いする
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研究データ登録時の課題（2）

5. ファイルサイズの⼀⼈当たり上限
→図書館で基準について検討する

6. KURENAIでは対象を限定した共有ができない
7. ライセンス遵守の有効性
8. JPCOARスキーマ以上の詳細なメタデータ付与の希望があった

場合の対応
9. JaLC DOI か DataCite DOI か
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メタデータ⼊⼒フォーム
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3. オープンアクセス特別委員会
における取り組み
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学際融合教育研究センター
アカデミックデータ・イノベー

ションユニット

• 教員による研究（ユニット
⻑︓梶⽥先⽣）

• 情報、図書館、博物館、分野
別データリポジトリ運⽤機関
の教員、URA等

• 通称︓葛ユニット（2017年度
発⾜）

図書館機構

オープンアクセス特別委員会

• 図書館機構副機構⻑

• 教員（⼯、法、⽂系や理系の
研究所/センター、国際戦略本
部、博物館、学術情報メディ
アセンター、図書館）

• 事務局︓附属図書館

桂図書館

オープンデータ検討WG

• ⼯学研究科オープンデータ検討
WG（2018年度発⾜）の後継

• 桂図書館⻑がWG⻑

• 各専攻、図書館

• 事務局︓⼯学研究科図書掛（附
属図書館職員陪席）
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学内のRDM検討体制と図書館（2020年度時点）



申し合わせの策定
• 「KURENAI における研究データの当⾯の取り扱いについての申
し合わせ」（令和3年2⽉2⽇、OA特別委員会策定）
• ⼤学としての⽅針・⽅向性等が定まるまでの間の、KURENAIに
おける研究データの取り扱い
• 本学におけるデータリポジトリのありかたについては、学内関
連組織と連携して今後検討予定
• 研究データ公開に関する運⽤指針等は随時⾒直し
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申し合わせ（本⽂）
1. KURENAIでの研究データ公開の希望がある場合は、積極的に対応するも

のとする。
2. 運⽤指針2(4)に基づき、原則として受⼊対象は「各種研究成果物の根拠

となる研究データ」とする。それ以外の研究データについてKURENAIで
の公開希望があった場合は、受⼊可否について当委員会に付議する。

3. KURENAIのディスク残量にも限りがあることから、受⼊に際しては対象
データの容量により以下の基準により運⽤する。基準についてはディス
ク使⽤量の変化にともない必要に応じて⾒直しを⾏う。
(1) 1GB未満である場合 特段の判断を経ず受⼊を⾏う。
(2) 1GB以上である場合 当委員会の委員⻑判断により受⼊の有無を決定

する。判断に際し、必要に応じ委員⻑は当委員会に付議する。
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ご清聴ありがとうございました




